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☆お寺からのお便りは、家族皆さん必ず読んで頂く
　習慣をつけましょう。
☆お寺は「よろず相談処」です。
日頃悩んでいる事がありましたら、何でもご相談
ください。
☆次回寺報は、平成20年7月6日（日）発行予定です。

●ご意見・ご要望は、寺務所まで
〒411-0044三島市徳倉1195-817
TEL・FAX０５５-９８８-３９００
編集人＝長島・菊沢・斉藤・園田　

（蓮如上人御一代記聞書より）

門信徒会親睦研修旅行
台湾（台北）方面

平成19年9月2日～5日
「故宮博物館にて」

除 夜 会
平成19年12月31日

平成19年度下期の行事平成19年度下期の行事

●法話をまとめた小冊子第1～5巻が
　発行されています。
　　　　お尋ねください。

朝7時45分（5分間）

毎週水曜日

「人はだれでもよい事を言ったり、行ったりする

と、仏法の事であれ、世間の事であれ、自分自身

がすでに善人になったと思い込み、その思いから

仏のご恩を忘れ、自分の心を中心にしてしまう。

これは困った事です。」

門信徒会員より原稿を随時募集致します。
４００字前後の文章および、写真・イラストも歓迎致します。 

 境内清掃作業 （平成19年12月3日） 七五三参り「齋藤隼斗くん（５才）」 （平成19年11月３日）

ご正忌報恩講参拝（本山にて）（平成20年1月13日～14日） くわ入れ式「久原さん」（平成19年12月22日）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
も
二
ヶ
月
余
が
過
ぎ
ま
し
て
今
更
と
言
う
思
い
も
あ
り
ま
す

が
、
年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
佛
歴
二
千
五

百
五
拾
二
年
を
迎
え
、
私
た
ち
仏
教
徒
と
し
て
は
ど
う
ぞ
こ
の
歴
史
的
年
数

も
忘
れ
て
な
ら
な
い
事
と
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
歴
史
と
言
い
ま
す
と
、
我
々
皆
様
の
お
寺
が
二
十
年
を
迎
え
ま
し

た
事
を
ご
存
知
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
平
成
元
年
四
月
、
一
匹
の
狸
が
お
念

仏
の
種
を
蒔
く
と
言
っ
て
長
照
寺
が
始
動
い
た
し
ま
し
た
。
雑
木
林
の
中
か

ら
突
然
怪
し
げ
な
お
経
の
声
「
如
是
我
聞
一
時
仏
在
舎
衛
国
祇
樹
給
孤
独

園
・
・
・
・
」
。
一
見
こ
の
辺
り
の
主
で
あ
る
山
狸
が
頭
に
葉
っ
ぱ
を
載
せ

読
経
し
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
「
見
間
違
え
で
は
な
い
で
す
か
？
」

「
い
え
い
え
ど
こ
か
ら
見
て
も
狸
で
す
よ
」
「
ど
う
し
て
か
っ
て
？
」

「
こ
ん
な
山
奥
に
お
寺
な
ん
か
あ
る
訳
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
人
の
住
む
よ
う
な

所
で
も
な
い
し…

。
」
や
は
り
狸
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
そ
う
こ

の
辺
り
の
山
に
は
昔
か
ら
狐
や
狸
が
棲
ん
で
い
て
、
畑
仕
事
に
や
っ
て
き
た

農
民
を
騙
し
、
困
ら
せ
て
い
た
と
言
う
話
し
を
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
会
話
や
逸
話
が
飛
び
交
う
中
で
早
い
も
の
で
す
ね
。
こ
の
狸
一

家
の
基
で
騙
さ
れ
続
け
二
十
年
の
歳
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
う
で
す
。
こ
の
狸
、
二
十
年
を
迎
え
何
か
ま
た
企
ん
で
い
る
よ
う
で
す

よ
。
ど
う
で
し
ょ
う
。
今
度
は
そ
の
企
み
を
暴
い
て
み
る
事
に
し
て
は
。
そ

し
て
、
ぐ
う
の
音
も
で
な
い
よ
う
に
懲
ら
し
め
て
や
る
事
を
皆
さ
ん
に
提
案

致
し
ま
す
。

　

如
何
で
し
ょ
う
か
、
ど
う
ぞ
こ
の
提
案
に
賛
同
さ
れ
る
方
は
ご
参
加
下
さ

い
。
い
ろ
い
ろ
な
企
み
を
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
暴
き
、
山
狸
を
白
日
の
元
に

炙
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

住　

職　
　

本　

持　

愚　

山

年
頭
の
ご
挨
拶

　

私
に
と
っ
て
は
昨
年
の
忙
し
さ
か
ら
、
久
々
の
本
山
、
参
拝
・
法
要
及
び

朝
の
晨
朝
（
じ
ん
ち
ょ
う
）
に
も
参
加
者
全
員
で
参
拝
出
来
ま
し
た
。
そ
れ

に
し
て
も
一
月
の
京
都
・
本
山
は
本
当
に
寒
い
中
、
よ
く
参
拝
さ
れ
る
方
の

多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
は
長
照
寺
か
ら
大
勢
の
ご
門
徒
が
参

拝
出
来
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回

大
遠
忌
に
は
門
信
徒
全
て
の
方
と
共
に
上
山
を
と
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

帰
宅
後
に
は
お
寺
か
ら
御
正
忌
報
恩
講
に
つ
い
て
作
文
を
と
言
わ
れ
て
も
、

文
章
が
下
手
な
私
に
は
上
手
く
内
容
が
書
け
な
い
と
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
事
で
は
有
り
ま
す
が
仕
事
場
が
か
わ
り
、
昨

年
は
家
庭
・
お
寺
の
事
が
手
抜
き
で
一
年
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本

来
、
家
庭
・
仕
事
・
お
寺
と
心
に
余
裕
あ
る
生
活
を
し
た
い
も
の
だ
？
？
？
。

　

最
後
に
本
年
は
我
が
菩
提
寺
の
新
寺
建
立
二
十
周
年
の
記
念
に
あ
た
り
、

お
寺
の
行
事
等
に
参
加
・
お
手
伝
い
が
出
来
る
一
年
に
し
た
い
と
思
い
な
が

ら
も
仕
事
を
し
て
い
る
私
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

世
話
人　

園　

田　

茂　

光

御
正
忌
報
恩
講
に
参
加
し
て

平
成
二
十
年
一
月
十
三
日
〜
十
四
日



門
信
徒
会
親
睦
海
外
研
修
旅
行

門
信
徒　

藤
澤　

さ
と
子

　

昨
年
九
月
初
め
に
恒
例
と
な
っ
た
門
信
徒
会
親
睦
海
外

研
修
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
台
北
三
昧
四
日
間
の
旅
と
い
う
謳

い
文
句
通
り
観
る
も
の
、
食
べ
る
も
の
、
宿
泊
ホ
テ
ル
と
全
て
が
大
満
足
の

旅
で
至
福
の
時
を
過
ご
せ
た
事
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
に
あ
た
り
当
初
は
軽
度
と
は
云
え
認
知
症
の
母
や
主
人
を
残
し
自
分
だ

け
、
の
ん
び
り
と
旅
行
に
は
行
け
な
い
と
躊
躇
し
て
い
ま
し
た
が
、
た
ま
に

は
息
抜
き
も
必
要
と
主
人
や
子
供
か
ら
熱
心
に
勧
め
て
も
ら
い
、
母
も
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
ケ
ア
マ
ネ
が
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
支
援
を
し
て
下
さ
る
後
押
し

を
頂
き
参
加
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

成
田
か
ら
二
時
間
程
で
台
湾
に
着
き
、
ホ
テ
ル
に
直
行
。
ホ

テ
ル
は
台
北
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
云
う
だ
け
あ
っ
て
超
デ

ラ
ッ
ク
ス
で
貴
婦
人
⁉
に
で
も
な
っ
た
気
分
で
し
た
。
夕
食
は

外
で
本
格
中
華
料
理
を
味
わ
い
、
中
で
も
小
籠
乞
の
味
は
最
高

で
同
行
者
全
員
が
感
激
。
翌
日
は
、
こ
の
旅
の
最
大
の
目
的
で

あ
る
故
宮
博
物
館
を
見
学
、
そ
れ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
旅
行
で
は
な

ら
で
は
の
、
た
っ
ぷ
り
時
間
を
設
け
た
見
学
の
た
め
、
一
番
人

気
の
展
示
場
で
あ
る
玉
燦
珠
光
（
翠
玉
白
菜
・
清
の
時
代
の
玉

彫
工
芸
品
）
等
を
始
め
清
朝
の
宮
廷
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。（
所
蔵
品
は
著
法
・
絵
画
・
銅

器
・
玉
器
等
計
65
万
余
の
莫
大
な
数
が
有
り
、
常
設
展
示
と
入

替
え
展
示
し
て
い
る
た
め
何
回
訪
れ
て
も
楽
し
め
る
と
の
こ

と
）
本
物
の
す
ば
ら
し
い
芸
術
工
芸
を
見
て
感
銘
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
映
画
「
非
情
城
市
」
の
舞
台
で
有
名
な
九
份
観
光
と
奇
岩
が
続

く
野
柳
に
台
湾
な
ら
で
は
の
、
文
化
地
形
、
暮
ら
し
ぶ
り
を
垣
間
見
る
こ
と

が
出
来
、
夕
方
に
は
台
北
101
と
い
う
世
界
一
高
い
ビ
ル
の
見
学
と
ス
ペ
シ
ャ

ル
な
一
日
を
過
ご
し
、
夕
方
は
茶
葉
料
理
を
賞
味
と
台
湾
に
来
た
甲
斐
の
あ

る
食
事
内
容
に
身
も
心
も
す
っ
か
り
丸
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
旅

行
に
就
い
て
く
だ
さ
っ
た
ガ
イ
ド
さ
ん
は
初
老
と
も
云
え
る
⁉
女
性
で
し
た

が
、
日
本
語
も
流
暢
、
明
朗
で
親
切
丁
寧
な
気
配
り
の
あ
る
案
内
や
対
応
を

し
て
下
さ
り
初
め
て
の
台
湾
で
も
理
解
し
や
す
か
っ
た
の
で
助
か
り
ま
し

た
。
ま
た
同
一
ホ
テ
ル
に
三
泊
し
た
点
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

見
学
し
た
寺
院
の
あ
ざ
や
か
な
色
彩
の
飾
り
や
石
彫
の
巧
妙
な
造
り
、
そ

こ
に
お
参
り
さ
れ
て
い
る
方
々
の
心
か
ら
願
う
姿
等
も
心
を
打
た
れ
る
も
の

で
し
た
。
今
回
の
旅
行
で
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
、
本
物
の
芸
術
で

目
を
養
う
事
の
大
切
さ
も
痛
感
出
来
た
こ
と
が
私
に
と
っ
て
財
産
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
家
族
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ま
た
、
お

寺
と
の
ご
縁
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
ご
住
職
が
い
つ

も
云
っ
て
お
ら
れ
る
様
に
お
金
は
な
く
な
っ
て
か
ら
で
は
使
え
ま

せ
ん
。
生
き
て
い
る
内
に
使
い
楽

し
む
こ
と
を
実
感
し
皆
様
に
も
機

会
が
あ
っ
た
ら
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。      

合
掌

　
　

日頃の忙しさから解放されて
気持ちが軽くなる自分を発見
できるかもしれません。

※各行事は、予定ですので、その都度、寺から案内を送付します。
※定例法座は毎月第１土曜日　午後7時より本堂にて開催。
※その他に親睦の集いを募集・計画中。 （　　　　　　）

台
北
旅
行
に
参
加
し
て

平
成
十
九
年
九
月
二
日
〜
五
日

門
信
徒
会

　

臨　

時　

総　

会

平成20年
2月 10日 （日） 寺報（第19号）発行 

2月 16日～17日 第28回東京教区仏教壮年会連盟 結成記念日研修会     横須賀市

3月 20日 （木） 春季彼岸法要     本　　堂
 祝入園・入学慶讃法要 
4月   6日 （日） 釈迦降誕・はな祭り     本　　堂
 門信徒会お花見会
4月 11日 （金） 門信徒会親睦ゴルフコンペ     未　　定

4月 13日 （日） 門信徒会親睦ボウリング     ジョイランド
      　       みしま
4月 20日 （日） 門信徒会定期総会     本　　堂
 摂取山長照寺
5月 11日 （日） ・新寺建立20周年記念法要     本　　堂
 ・新寺建立20周年記念講演会・祝賀会       みしまプラザ

5月　 日 （ ）   静岡東組組会・総代研修会     未　　定

今　 後　 の　 活　 動　 予　 定

平
成
二
十
年

      

二
月
三
日

　

新
寺
建
立
二
十
周
年
に
向
け
て
の
諸
行
事
等
の
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、

左
記
の
事
柄
に
つ
い
て
、
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
二
十
周
年

記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
一
号
議
案

記
念
式
典
実
施
計
画
に
つ
い
て

一
．
実
施
期
間
平
成
二
十
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

二
．
実
施
内
容

   

① 

記
念
二
法
要

   

・
摂
取
山
長
照
寺
新
寺
建
立
二
十
周
年
記
念
法
要

   

・
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
お
待
ち
受
け
法
要

   

② 

摂
取
山
長
照
寺
新
寺
建
立
二
十
周
年
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会

       

講
師
「
五
木
寛
之
師
」

   

③ 

記
念
行
事

   

・
作
品
展
（
末
広
和
顔
会
） 

   

・
研
修
旅
行
（
鹿
児
島
及
び
沖
縄

      

三
泊
四
日
） 

   

・
記
念
誌
発
行
（
摂
取
山
長
照
寺

      

新
寺
建
立
二
十
周
年
記
念
誌
） 

   

・
そ
の
他

第
二
号
議
案

記
念
式
典
の
ご
協
力
に
つ
い
て

一
．
会
員
各
位
よ
り
、
一
件
一
万
円

      

以
上
の
協
力
金
の
進
納
を
お
願

      

い
す
る
。

二
．
門
信
徒
会
会
計
よ
り
応
分
の

      

額
を
支
出
す
る
。

        

門
信
徒
会
総
代
・
世
話
人
よ
り

 



境
内
清
掃
作
業・親
睦
懇
親
会

九
〇
余
名

一
二
〇
余
名

門
信
徒
会
親
睦
海
外
研
修
旅
行
平
成
十
九
年

九
月
二
日
〜
五
日

合
同
盆
法
要（
計
八
回
）

一
八
八
家
族　

五
三
六
名

第
二
回
静
岡
東
組
連
続
研
修
会

三
島
市
に
て

く
わ
入
れ
式

平
成
十
九
年

十
二
月
二
十
二
日

修
正
会
お
よ
び
新
年
会
平
成
二
十
年　

一
月
四
日

ご
正
忌
報
恩
講

平
成
二
十
年

一
月
十
三
日
〜
十
四
日

境
内
清
掃
作
業

八
〇
余
名　

八
〇
余
名　

三
〇
余
名

第
26
回
門
信
徒
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

優　

勝　

長
沢
一
幸
さ
ん

準
優
勝　

勝
野　

潔
さ
ん

第
三
位　

髭　

数
久
さ
ん

報　

恩　

講

一
五
〇
余
名

七
五
三
参
り
（
恵
み
の
お
参
り
）

平
成
十
九
年

十
一
月
三
日

第
一
回
静
岡
東
組
連
続
研
修
会
平
成
十
九
年

十
月
十
五
日
〜

十
六
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
七
日

平
成
十
九
年
下
期

平
成
十
九
年

七
月
二
十
二
日

平
成
十
九
年

八
月
十
三
日
〜
十
五
日

平
成
十
九
年

十
一
月
十
九
日

平
成
十
九
年

十
一
月
二
十
九
日
〜
三
十
日

平
成
十
九
年　

十
二
月
三
日

一年
に一度
最
も
大
切
な
ご

法
要
で
す
。親
鸞
聖
人
を

偲
び
、生
き
る「
力
」を
い

た
だ
き
ま
す
。

成
長
の
喜
び
を
仏
様
に
報
告
し
、感
謝
す
る
お
参
り
で
す
。

親
鸞
聖
人
の
教
え
の
学
び
、実
生
活
に
生
か
す
為
の
研
修
会
で
す
。

ご
先
祖
様
曰
く「
皆
が
元
気
で
う
れ

し
い
よ
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
楽
し

く
生
き
て
ほ
し
い
な
」……
。

新
装
さ
れ
た
故
宮
博
物
館
。た
だ
た
だ
驚
か
さ
れ
る
展
示
物
の
す
ご
さ
！

※

写
真
は
表
紙
・
3
ペ
ー
ジ

秋
季
彼
岸
会

平
成
十
九
年

九
月
二
十
三
日

「
○
○
の
秋
」皆
さ
ん
は

何
の
秋
で
す
か
？

ご
先
祖
様
あ
り
が
と
う
。

真
剣
に
取
り
組
む
姿
は
美
し
い
で
す
ね
。

第
三
回
静
岡
東
組
連
続
研
修
会東

京
・
築
地
本
願
寺
に
て

京
都
・
ご
本
山
（
西
本
願
寺
）
に
て

平
成
二
十
年

一
月
二
十
一
日
〜
二
十
二
日

三
十
六
時
間
の
研
修
。よ
く
ぞ
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
感
謝・感
謝
。

※

写
真
は
8
ペ
ー
ジ

久
原
さ
ん

一般
的
に
は
地
鎮
祭（
で
も
地
震
は
起
こ
る
ぞ
！
）　

仏
教
で
は
、起
工
に

感
謝
す
る
も
の
で
す
。

※

写
真
は
8
ペ
ー
ジ

除　

夜　

会

平
成
十
九
年

十
二
月
三
十
一
日

百
八
ッ
ば
か
り
の
煩
悩
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
、

こ
れ
か
ら
は
少
し
ず
つ
出
し
て
い
き
ま
す
。

※

写
真
は
表
紙

心
も
新
た
に
出
発
。今
年
こ
そ
は
と
毎
年
思
って
い
る
自
分
が
い
た
。

深
々
と
冷
え
る
京
都
の
ご
本
山（
西
本
願
寺
）参
拝
。身
が
引
き
締
ま
り

ま
し
た
。

※

写
真
は
7
・
8
ペ
ー
ジ

門
信
徒
会
臨
時
総
会

平
成
二
十
年
二
月
三
日

新
寺
建
立
二
十
周
年
に
向
け
、皆
様
と
共
に
お
祝
い
し
、喜
び
合
う
諸
行

事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

※

詳
細
は
6
ペ
ー
ジ
下
部

齋
藤　

隼
斗
く
ん
（
五
歳
）
平
成
十
四
年
十
月
二
十
九
日
生

※
写
真
は
8
ペ
ー
ジ

修
善
寺
C
C
に
て

伊
東
市
に
て

台
湾（
台
北
）方
面
に
て

作
業
終
了
後
の
ス
イ
カ
の
味
は
格
別
で
し
た
。ご

講
師　

杉
本
光
俊
師

ご
講
師　

七
里
順
量
師



境
内
清
掃
作
業・親
睦
懇
親
会

九
〇
余
名

一
二
〇
余
名

門
信
徒
会
親
睦
海
外
研
修
旅
行
平
成
十
九
年

九
月
二
日
〜
五
日

合
同
盆
法
要（
計
八
回
）

一
八
八
家
族　

五
三
六
名

第
二
回
静
岡
東
組
連
続
研
修
会

三
島
市
に
て

く
わ
入
れ
式

平
成
十
九
年

十
二
月
二
十
二
日

修
正
会
お
よ
び
新
年
会
平
成
二
十
年　

一
月
四
日

ご
正
忌
報
恩
講

平
成
二
十
年

一
月
十
三
日
〜
十
四
日

境
内
清
掃
作
業

八
〇
余
名　

八
〇
余
名　

三
〇
余
名

第
26
回
門
信
徒
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

優　

勝　

長
沢
一
幸
さ
ん

準
優
勝　

勝
野　

潔
さ
ん

第
三
位　

髭　

数
久
さ
ん

報　

恩　

講

一
五
〇
余
名

七
五
三
参
り
（
恵
み
の
お
参
り
）

平
成
十
九
年

十
一
月
三
日

第
一
回
静
岡
東
組
連
続
研
修
会
平
成
十
九
年

十
月
十
五
日
〜

十
六
日

平
成
十
九
年

十
月
二
十
七
日

平
成
十
九
年
下
期

平
成
十
九
年

七
月
二
十
二
日

平
成
十
九
年

八
月
十
三
日
〜
十
五
日

平
成
十
九
年

十
一
月
十
九
日

平
成
十
九
年

十
一
月
二
十
九
日
〜
三
十
日

平
成
十
九
年　

十
二
月
三
日

一年
に一度
最
も
大
切
な
ご

法
要
で
す
。親
鸞
聖
人
を

偲
び
、生
き
る「
力
」を
い

た
だ
き
ま
す
。

成
長
の
喜
び
を
仏
様
に
報
告
し
、感
謝
す
る
お
参
り
で
す
。

親
鸞
聖
人
の
教
え
の
学
び
、実
生
活
に
生
か
す
為
の
研
修
会
で
す
。

ご
先
祖
様
曰
く「
皆
が
元
気
で
う
れ

し
い
よ
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
楽
し

く
生
き
て
ほ
し
い
な
」……

。

新
装
さ
れ
た
故
宮
博
物
館
。た
だ
た
だ
驚
か
さ
れ
る
展
示
物
の
す
ご
さ
！

※

写
真
は
表
紙
・
3
ペ
ー
ジ

秋
季
彼
岸
会

平
成
十
九
年

九
月
二
十
三
日

「
○
○
の
秋
」皆
さ
ん
は

何
の
秋
で
す
か
？

ご
先
祖
様
あ
り
が
と
う
。

真
剣
に
取
り
組
む
姿
は
美
し
い
で
す
ね
。

第
三
回
静
岡
東
組
連
続
研
修
会東

京
・
築
地
本
願
寺
に
て

京
都
・
ご
本
山
（
西
本
願
寺
）
に
て

平
成
二
十
年

一
月
二
十
一
日
〜
二
十
二
日

三
十
六
時
間
の
研
修
。よ
く
ぞ
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
感
謝・感
謝
。

※

写
真
は
8
ペ
ー
ジ

久
原
さ
ん

一般
的
に
は
地
鎮
祭（
で
も
地
震
は
起
こ
る
ぞ
！
）　

仏
教
で
は
、起
工
に

感
謝
す
る
も
の
で
す
。

※

写
真
は
8
ペ
ー
ジ

除　

夜　

会

平
成
十
九
年

十
二
月
三
十
一
日

百
八
ッ
ば
か
り
の
煩
悩
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
、

こ
れ
か
ら
は
少
し
ず
つ
出
し
て
い
き
ま
す
。

※

写
真
は
表
紙

心
も
新
た
に
出
発
。今
年
こ
そ
は
と
毎
年
思
って
い
る
自
分
が
い
た
。

深
々
と
冷
え
る
京
都
の
ご
本
山（
西
本
願
寺
）参
拝
。身
が
引
き
締
ま
り

ま
し
た
。

※

写
真
は
7
・
8
ペ
ー
ジ

門
信
徒
会
臨
時
総
会

平
成
二
十
年
二
月
三
日

新
寺
建
立
二
十
周
年
に
向
け
、皆
様
と
共
に
お
祝
い
し
、喜
び
合
う
諸
行

事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

※

詳
細
は
6
ペ
ー
ジ
下
部

齋
藤　

隼
斗
く
ん
（
五
歳
）
平
成
十
四
年
十
月
二
十
九
日
生

※
写
真
は
8
ペ
ー
ジ

修
善
寺
C
C
に
て

伊
東
市
に
て

台
湾（
台
北
）方
面
に
て

作
業
終
了
後
の
ス
イ
カ
の
味
は
格
別
で
し
た
。ご

講
師　

杉
本
光
俊
師

ご
講
師　

七
里
順
量
師



門
信
徒
会
親
睦
海
外
研
修
旅
行

門
信
徒　

藤
澤　

さ
と
子

　

昨
年
九
月
初
め
に
恒
例
と
な
っ
た
門
信
徒
会
親
睦
海
外

研
修
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
台
北
三
昧
四
日
間
の
旅
と
い
う
謳

い
文
句
通
り
観
る
も
の
、
食
べ
る
も
の
、
宿
泊
ホ
テ
ル
と
全
て
が
大
満
足
の

旅
で
至
福
の
時
を
過
ご
せ
た
事
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
に
あ
た
り
当
初
は
軽
度
と
は
云
え
認
知
症
の
母
や
主
人
を
残
し
自
分
だ

け
、
の
ん
び
り
と
旅
行
に
は
行
け
な
い
と
躊
躇
し
て
い
ま
し
た
が
、
た
ま
に

は
息
抜
き
も
必
要
と
主
人
や
子
供
か
ら
熱
心
に
勧
め
て
も
ら
い
、
母
も
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
ケ
ア
マ
ネ
が
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
支
援
を
し
て
下
さ
る
後
押
し

を
頂
き
参
加
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

成
田
か
ら
二
時
間
程
で
台
湾
に
着
き
、
ホ
テ
ル
に
直
行
。
ホ

テ
ル
は
台
北
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
云
う
だ
け
あ
っ
て
超
デ

ラ
ッ
ク
ス
で
貴
婦
人
⁉
に
で
も
な
っ
た
気
分
で
し
た
。
夕
食
は

外
で
本
格
中
華
料
理
を
味
わ
い
、
中
で
も
小
籠
乞
の
味
は
最
高

で
同
行
者
全
員
が
感
激
。
翌
日
は
、
こ
の
旅
の
最
大
の
目
的
で

あ
る
故
宮
博
物
館
を
見
学
、
そ
れ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
旅
行
で
は
な

ら
で
は
の
、
た
っ
ぷ
り
時
間
を
設
け
た
見
学
の
た
め
、
一
番
人

気
の
展
示
場
で
あ
る
玉
燦
珠
光
（
翠
玉
白
菜
・
清
の
時
代
の
玉

彫
工
芸
品
）
等
を
始
め
清
朝
の
宮
廷
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
数
々

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。（
所
蔵
品
は
著
法
・
絵
画
・
銅

器
・
玉
器
等
計
65
万
余
の
莫
大
な
数
が
有
り
、
常
設
展
示
と
入

替
え
展
示
し
て
い
る
た
め
何
回
訪
れ
て
も
楽
し
め
る
と
の
こ

と
）
本
物
の
す
ば
ら
し
い
芸
術
工
芸
を
見
て
感
銘
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
映
画
「
非
情
城
市
」
の
舞
台
で
有
名
な
九
份
観
光
と
奇
岩
が
続

く
野
柳
に
台
湾
な
ら
で
は
の
、
文
化
地
形
、
暮
ら
し
ぶ
り
を
垣
間
見
る
こ
と

が
出
来
、
夕
方
に
は
台
北
101
と
い
う
世
界
一
高
い
ビ
ル
の
見
学
と
ス
ペ
シ
ャ

ル
な
一
日
を
過
ご
し
、
夕
方
は
茶
葉
料
理
を
賞
味
と
台
湾
に
来
た
甲
斐
の
あ

る
食
事
内
容
に
身
も
心
も
す
っ
か
り
丸
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
旅

行
に
就
い
て
く
だ
さ
っ
た
ガ
イ
ド
さ
ん
は
初
老
と
も
云
え
る
⁉
女
性
で
し
た

が
、
日
本
語
も
流
暢
、
明
朗
で
親
切
丁
寧
な
気
配
り
の
あ
る
案
内
や
対
応
を

し
て
下
さ
り
初
め
て
の
台
湾
で
も
理
解
し
や
す
か
っ
た
の
で
助
か
り
ま
し

た
。
ま
た
同
一
ホ
テ
ル
に
三
泊
し
た
点
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

見
学
し
た
寺
院
の
あ
ざ
や
か
な
色
彩
の
飾
り
や
石
彫
の
巧
妙
な
造
り
、
そ

こ
に
お
参
り
さ
れ
て
い
る
方
々
の
心
か
ら
願
う
姿
等
も
心
を
打
た
れ
る
も
の

で
し
た
。
今
回
の
旅
行
で
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
、
本
物
の
芸
術
で

目
を
養
う
事
の
大
切
さ
も
痛
感
出
来
た
こ
と
が
私
に
と
っ
て
財
産
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
家
族
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ま
た
、
お

寺
と
の
ご
縁
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
ご
住
職
が
い
つ

も
云
っ
て
お
ら
れ
る
様
に
お
金
は
な
く
な
っ
て
か
ら
で
は
使
え
ま

せ
ん
。
生
き
て
い
る
内
に
使
い
楽

し
む
こ
と
を
実
感
し
皆
様
に
も
機

会
が
あ
っ
た
ら
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。      

合
掌

　
　

日頃の忙しさから解放されて
気持ちが軽くなる自分を発見
できるかもしれません。

※各行事は、予定ですので、その都度、寺から案内を送付します。
※定例法座は毎月第１土曜日　午後7時より本堂にて開催。
※その他に親睦の集いを募集・計画中。 （　　　　　　）

台
北
旅
行
に
参
加
し
て

平
成
十
九
年
九
月
二
日
〜
五
日

門
信
徒
会

　

臨　

時　

総　

会

平成20年
2月 10日 （日） 寺報（第19号）発行 

2月 16日～17日 第28回東京教区仏教壮年会連盟 結成記念日研修会     横須賀市

3月 20日 （木） 春季彼岸法要     本　　堂
 祝入園・入学慶讃法要 
4月   6日 （日） 釈迦降誕・はな祭り     本　　堂
 門信徒会お花見会
4月 11日 （金） 門信徒会親睦ゴルフコンペ     未　　定

4月 13日 （日） 門信徒会親睦ボウリング     ジョイランド
      　       みしま
4月 20日 （日） 門信徒会定期総会     本　　堂
 摂取山長照寺
5月 11日 （日） ・新寺建立20周年記念法要     本　　堂
 ・新寺建立20周年記念講演会・祝賀会       みしまプラザ

5月　 日 （ ）   静岡東組組会・総代研修会     未　　定

今　 後　 の　 活　 動　 予　 定

平
成
二
十
年

      

二
月
三
日

　

新
寺
建
立
二
十
周
年
に
向
け
て
の
諸
行
事
等
の
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、

左
記
の
事
柄
に
つ
い
て
、
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
二
十
周
年

記
念
事
業
に
つ
き
ま
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
一
号
議
案

記
念
式
典
実
施
計
画
に
つ
い
て

一
．
実
施
期
間
平
成
二
十
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

二
．
実
施
内
容

   

① 

記
念
二
法
要

   

・
摂
取
山
長
照
寺
新
寺
建
立
二
十
周
年
記
念
法
要

   

・
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
お
待
ち
受
け
法
要

   

② 

摂
取
山
長
照
寺
新
寺
建
立
二
十
周
年
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会

       

講
師
「
五
木
寛
之
師
」

   

③ 

記
念
行
事

   

・
作
品
展
（
末
広
和
顔
会
） 

   

・
研
修
旅
行
（
鹿
児
島
及
び
沖
縄

      

三
泊
四
日
） 

   

・
記
念
誌
発
行
（
摂
取
山
長
照
寺

      

新
寺
建
立
二
十
周
年
記
念
誌
） 

   

・
そ
の
他

第
二
号
議
案

記
念
式
典
の
ご
協
力
に
つ
い
て

一
．
会
員
各
位
よ
り
、
一
件
一
万
円

      

以
上
の
協
力
金
の
進
納
を
お
願

      
い
す
る
。

二
．
門
信
徒
会
会
計
よ
り
応
分
の

      
額
を
支
出
す
る
。

        

門
信
徒
会
総
代
・
世
話
人
よ
り

 



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
も
二
ヶ
月
余
が
過
ぎ
ま
し
て
今
更
と
言
う
思
い
も
あ
り
ま
す

が
、
年
頭
に
当
た
り
ま
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
佛
歴
二
千
五

百
五
拾
二
年
を
迎
え
、
私
た
ち
仏
教
徒
と
し
て
は
ど
う
ぞ
こ
の
歴
史
的
年
数

も
忘
れ
て
な
ら
な
い
事
と
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
歴
史
と
言
い
ま
す
と
、
我
々
皆
様
の
お
寺
が
二
十
年
を
迎
え
ま
し

た
事
を
ご
存
知
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
平
成
元
年
四
月
、
一
匹
の
狸
が
お
念

仏
の
種
を
蒔
く
と
言
っ
て
長
照
寺
が
始
動
い
た
し
ま
し
た
。
雑
木
林
の
中
か

ら
突
然
怪
し
げ
な
お
経
の
声
「
如
是
我
聞
一
時
仏
在
舎
衛
国
祇
樹
給
孤
独

園
・
・
・
・
」
。
一
見
こ
の
辺
り
の
主
で
あ
る
山
狸
が
頭
に
葉
っ
ぱ
を
載
せ

読
経
し
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
「
見
間
違
え
で
は
な
い
で
す
か
？
」

「
い
え
い
え
ど
こ
か
ら
見
て
も
狸
で
す
よ
」
「
ど
う
し
て
か
っ
て
？
」

「
こ
ん
な
山
奥
に
お
寺
な
ん
か
あ
る
訳
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
人
の
住
む
よ
う
な

所
で
も
な
い
し…

。
」
や
は
り
狸
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
そ
う
こ

の
辺
り
の
山
に
は
昔
か
ら
狐
や
狸
が
棲
ん
で
い
て
、
畑
仕
事
に
や
っ
て
き
た

農
民
を
騙
し
、
困
ら
せ
て
い
た
と
言
う
話
し
を
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
会
話
や
逸
話
が
飛
び
交
う
中
で
早
い
も
の
で
す
ね
。
こ
の
狸
一

家
の
基
で
騙
さ
れ
続
け
二
十
年
の
歳
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
う
で
す
。
こ
の
狸
、
二
十
年
を
迎
え
何
か
ま
た
企
ん
で
い
る
よ
う
で
す

よ
。
ど
う
で
し
ょ
う
。
今
度
は
そ
の
企
み
を
暴
い
て
み
る
事
に
し
て
は
。
そ

し
て
、
ぐ
う
の
音
も
で
な
い
よ
う
に
懲
ら
し
め
て
や
る
事
を
皆
さ
ん
に
提
案

致
し
ま
す
。

　

如
何
で
し
ょ
う
か
、
ど
う
ぞ
こ
の
提
案
に
賛
同
さ
れ
る
方
は
ご
参
加
下
さ

い
。
い
ろ
い
ろ
な
企
み
を
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
暴
き
、
山
狸
を
白
日
の
元
に

炙
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

住　

職　
　

本　

持　

愚　

山

年
頭
の
ご
挨
拶

　

私
に
と
っ
て
は
昨
年
の
忙
し
さ
か
ら
、
久
々
の
本
山
、
参
拝
・
法
要
及
び

朝
の
晨
朝
（
じ
ん
ち
ょ
う
）
に
も
参
加
者
全
員
で
参
拝
出
来
ま
し
た
。
そ
れ

に
し
て
も
一
月
の
京
都
・
本
山
は
本
当
に
寒
い
中
、
よ
く
参
拝
さ
れ
る
方
の

多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
は
長
照
寺
か
ら
大
勢
の
ご
門
徒
が
参

拝
出
来
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回

大
遠
忌
に
は
門
信
徒
全
て
の
方
と
共
に
上
山
を
と
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

帰
宅
後
に
は
お
寺
か
ら
御
正
忌
報
恩
講
に
つ
い
て
作
文
を
と
言
わ
れ
て
も
、

文
章
が
下
手
な
私
に
は
上
手
く
内
容
が
書
け
な
い
と
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
事
で
は
有
り
ま
す
が
仕
事
場
が
か
わ
り
、
昨

年
は
家
庭
・
お
寺
の
事
が
手
抜
き
で
一
年
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本

来
、
家
庭
・
仕
事
・
お
寺
と
心
に
余
裕
あ
る
生
活
を
し
た
い
も
の
だ
？
？
？
。

　

最
後
に
本
年
は
我
が
菩
提
寺
の
新
寺
建
立
二
十
周
年
の
記
念
に
あ
た
り
、

お
寺
の
行
事
等
に
参
加
・
お
手
伝
い
が
出
来
る
一
年
に
し
た
い
と
思
い
な
が

ら
も
仕
事
を
し
て
い
る
私
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

世
話
人　

園　

田　

茂　

光

御
正
忌
報
恩
講
に
参
加
し
て

平
成
二
十
年
一
月
十
三
日
〜
十
四
日
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☆お寺からのお便りは、家族皆さん必ず読んで頂く
　習慣をつけましょう。
☆お寺は「よろず相談処」です。
日頃悩んでいる事がありましたら、何でもご相談
ください。
☆次回寺報は、平成20年7月6日（日）発行予定です。

●ご意見・ご要望は、寺務所まで
〒411-0044三島市徳倉1195-817
TEL・FAX０５５-９８８-３９００
編集人＝長島・菊沢・斉藤・園田　

（蓮如上人御一代記聞書より）

門信徒会親睦研修旅行
台湾（台北）方面

平成19年9月2日～5日
「故宮博物館にて」

除 夜 会
平成19年12月31日

平成19年度下期の行事平成19年度下期の行事

●法話をまとめた小冊子第1～5巻が
　発行されています。
　　　　お尋ねください。

朝7時45分（5分間）

毎週水曜日

「人はだれでもよい事を言ったり、行ったりする

と、仏法の事であれ、世間の事であれ、自分自身

がすでに善人になったと思い込み、その思いから

仏のご恩を忘れ、自分の心を中心にしてしまう。

これは困った事です。」

門信徒会員より原稿を随時募集致します。
４００字前後の文章および、写真・イラストも歓迎致します。 

 境内清掃作業 （平成19年12月3日） 七五三参り「齋藤隼斗くん（５才）」 （平成19年11月３日）

ご正忌報恩講参拝（本山にて）（平成20年1月13日～14日） くわ入れ式「久原さん」（平成19年12月22日）

編集部より編集部より

平成20年（2008年）2月10日発行第19号

浄土真宗本願寺派（西本願寺）摂取山　長 照 寺　  静岡県三島市徳倉1195-817　電話055-988-4242
URL http://cyoshoji.or.jp   E-mail : info@cyoshoji.or.jp
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